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第２回新しい村魅⼒アッププラン検討委員会 
におけるご意⾒と対応（案） 

 
ご意⾒ 対応（案） 

■魅⼒アップの方針（案）について 

宿泊機能 

1. 宿泊機能について、アンケート調査結果から
盛り込まれた内容と説明があったが、調査結
果について、居住地や年齢別の結果が分か
れば教えていただきたい。 

・生産者を対象としたアンケートでは、「今後、新
しい村にあると良い機能や更に強化すると良い
と思う機能」として、宿泊機能を回答された方
の割合をみると、町内在住者 50%、町外在
住者 50％であり、年齢別にみると、40 代
10%、50 代 30%、60 代 30％、70 代
15%、80 代 15%となっています。 

・来場者を対象としたアンケートでは、「今後、新
しい村にあると良い機能や更に強化すると良い
と思う機能」として、宿泊機能と回答された方
の割合は、町内在住者 22%、県内在住者
（宮代町以外）59％、県外在住者 19％で
あり、年齢別にみると、20 代以下 6%、30 代
35%、40 代38%、50 代4%、60 代 4％、
70 代 12%、80 代 1%、無回答１％となっ
ています。（※四捨五入しているため 100％
になっていません。） 

■導入機能の考え方（案）について 

意⾒交換 
の方針 

1. 検討会において、意⾒する際には収益性等ま
で踏まえる必要があるか。 

・議論の幅を狭めることは避けたいですが、アイデ
ィアにもレベル感があり、方法もいくつか考えら
れます。そのため、何を目的とするか、それは新
しい村として⾏うべきかを検討していきたいと考
えており、最終的には、現実的に難しいと考え
られるものはプランに示さない判断もあると想定
しています。 

町として 
の方針 

2. 2040 年には東武スカイツリーライン沿線の多
くの自治体が消滅の可能性があると言われて
いることを踏まえると、新しい村の魅⼒アップに
限定するのではなく宮代町全体の取組として
検討するべきではないか。そうした視点から、
先進事例で⾒られるようなオーガニック給食の
実施による環境循環型社会を目指していくこ
とが考えられるのではないか。 

・第 5 次総合計画において、町全体としてのまち
づくりの考え方を示しており、その計画に基づく
1 つの施策として新しい村の魅⼒アップが位置
づけられています。 

ターゲット 

3. 群馬県沼田市に日本一と言われる道の駅が
ある。地産地消のものを使っていながら都会の
カフェのようなお洒落な場所になっており、自身
も「食べたい」「⾏きたい」と感じる施設であっ
た。新しい村がそうあるべきというわけではない
が、ターゲット層を考える上で参考になるので
はないか。 

・デザイン性なども重要と認識しております。ご指
摘を踏まえて、事例を参考にしながら検討を進
めていきます。 

滞在・宿泊 
機能 

4. 滞在・宿泊機能について、考え方の背景とし
て、「着地型観光を目指す町の方針」とあるこ
とが気になる。 

・産業観光課が観光関連の計画を検討した経
緯があり、第 5 次総合計画においても、「着地
型観光」の視点も含めて、新しい村の魅⼒アッ
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ご意⾒ 対応（案） 
プ事業を進めていくことが示されています。 

・また、「和 e 輪 e」という、商業・観光事業者が
中心となり体験型プログラムをつくり、町の観光
につなげていく活動が⾏われており、この事業を
始めた当時、町として着地型観光を目指してい
く方針を整理した経緯もあります。 

5. キャンプを⾏うことは可能かと思うが、ボーイス
カウトの一環としてキャンプを⾏った際にも一般
利⽤者とのトラブルがあった。また、想定される
サイト規模も小さく、新しい村の事業としてキャ
ンプサイトで収益を上げることは難しく、日帰り
の BBQ 場等が限界ではないか。そうした中
で、プランに実証実験といった表現まで記載す
ることは再検討したほうがよい。 

・新たな投資等の負担を抑えた際に想定される
滞在・宿泊機能として、既存のスペースを活⽤
したキャンプサイトと表現しています。ご指摘の通
り、常設のサイトとして整備する、イベント的にサ
ービス提供を⾏うなどいくつかのレベル感が想定
されると考えられます。そのため、短期的、中⻑
期的に、実施するとした場合どのように実践して
いくか、その方向性を検討していきます。 

・検討にあたっては、町や株式会社新しい村だけ
でなく、⺠間事業者等による運営の可能性等
についても検討し、最終的な方針やその示し方
を整理します。 

6. キャンプサイトと記載すると収益性を考える必
要があると感じてしまうが、PR 等を目的とした
単発的なプログラムとして⾏うのであれば十分
可能性はあるかと思う。事業採算性を考える
とキャンプサイトの案は再整理すべきである。 

7. 豊洲駅等の駅前でBBQを⾏っていたりするの
で、場所を決めて⾏うことは新しい村でも可能
ではないか。 

PR 

8. 東武動物公園の東ゲートのロータリーに新し
い村の案内があるが、初めて訪問する人は体
験できる内容や施設の概要が分からないの
で、写真等でどういった体験ができるか示せる
と良いかと思う。 

・ご指摘を踏まえて、PR 戦略の方策等として整
理します。その上で、東武動物公園などとの連
携可能性について引続き調整していきたいと考
えています。 9. 以前、東武動物公園内で野菜販売等をして

いたが、そうした取組を継続することが認知度
アップにつながるのではないか。 

10. ワークショップの開催にあたって、個人の SNS
も活⽤して PR を⾏ってみたが、商工会や近
隣住⺠からも反応があり、認知度アップの上
で重要なツールと感じた。新しい村でも HP や
SNS で発信しているが、まだアピールが不十
分と感じた。資料にあるキャッチコピーなどを活
⽤しつつ、自身も SNS への発信により認知度
アップに貢献できると感じた。 

・SNS の更なる活⽤やその際のポイントについて
整理するとともに、新しい村からの発信だけでなく
来場者等が発信したくなる工夫についても検討
していきます。 

実施主体 

11. 魅⼒アッププランで示す取組は、町が実施する
のか、株式会社新しい村が実施するのか。株
式会社新しい村としても⾏っている取組がある
と思うが、具体的な内容になると考え方が異
なる取組もあるのではないか。 

・魅⼒アッププランで示す内容は多岐にわたること
から、町と新しい村で役割分担をしながら進めて
いく必要があると認識しています。庁内において
も関連する部署との連携を促進していきます。 

・また、新たに導入を想定する機能に関しては、
必要に応じて⺠間事業者との連携も⾒据えて
検討していきます。 

12. 株式会社新しい村として資料の内容は驚くも
のもあるが、月１回⾏っている経営会議で示
している内容と重なる部分もある。来年が指
定管理の更新のタイミングとなるので、町と相
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ご意⾒ 対応（案） 
談しながら株式会社新しい村として⾏いたい
ものも提案の中に入れていきたい。 

13. 町内の他の課との連携もできると多様なイベ
ントの展開ができるかと思うので、連携してよい
方向に向かってもらいたい。 

メディカル 
ハーブガーデン 

14. ハーブ園が手に負えず、収益にならないといっ
た話を聞いたことがある。町の有志で実施して
もらえれば良いと思うが、ハーブ園があるのであ
れば野草に関する取組も⾏ってほしい。 ・既にハーブガーデンはリニューアルし、プログラムも

⾏われており、ハーブガーデンの管理は、町内外
のボランティアに協⼒いただいています。また、ハ
ーブの苗やワークショップ等により集客に貢献して
いる部分もあると認識しています。 

・自然と共生した空間づくりの方針にぶら下がる
方策として、新しい村本来の自然環境への配
慮について検討していきます。 

15. 環境との共生といって、きれいな写真も示され
ているが、映っている植物は特定外来種の植
物でありイメージを追いすぎているのではない
か。以前より、新しい村の一帯には絶滅危惧
種が生息しており、守ってほしいと伝えている。
環境との共生ということであればそうした野草と
の共生も重要ではないか。県内で絶滅したと
言われた野草が⾒つかり、各地より人が集まっ
たこともあり、コンテンツになりうるのではない
か。 

16. 新しい村、宮代町のハーブや野草を使ってい
ることをアピールしたワークショップを実施したほ
うがよい。土に触れ育てる段階から⾏う体験
は都心部ではできず、満⾜度も高い。 

・農のあるまちづくりの拠点として、農に触れるレベ
ルを軸に整理しています。ガーデンを⾒る、滞在
することを基本として整理していましたが、ご指摘
を踏まえ、体験等を通じた趣味での活動につな
げていく「体験する」プログラムとして整理します。 

・「機能の強化・導入に向けた方策」を整理する
上で、都心部と差別化できる自身で育てる部
分から体験できる要素を反映します。 

17. 資料では、農に触れる機会を広げ、訪れるき
っかけとして整理されているが、ハーブに関して
も本気で取組むコンテンツにしていけると感じ
ている。 

直売所 

18. 中⻑期的な方策として、直売所の拡張とある
が、農業就業人口が減少している中で、どうし
て拡張するのか。 

・農業就業人口の減少対策を課題として捉え、
研修・教育等を⾏っていく方針を示しており、就
農につながる支援を⾏うことで、仕入品ではな
く、地域や施設内で栽培したものを直売所に充
実させていきたいという意図で記載しています。 

・また、現時点での中⻑期的な考え方を示してお
り、必ず実施するということではなく、状況が変化
していく中であり方を検討していきたいと考えてい
ます。 

19. 直売所について、仕入品が多いという話を以
前からしているが、改善されていないのではな
いか。消費者の視点から⾒れば地場産品を
求めてくるのかと思う。仕入品と地場産品が被
り影響を受けているので改善してもらいたい。
また、仕入品と地場産品の違いが示されては
いるものの混在しており、分かりにくい。レイアウ
ト含めて、地場産品が優先されるように調整
してほしい。 

・直売所では、地場産品を中心に出品していき
たいと考えています。ご指摘を踏まえて、地場産
品を優先的にアピールすることなどを考え、販売
スペースのレイアウトの再編・改修等を方策とし
て位置付けています。 
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ご意⾒ 対応（案） 
■ゾーニングについて 

駐⾞場 

20. 以前、ワークショップが⾏われた際に、交差点
部分に駐⾞場を置かないほうがよいという意
⾒が多くあったが、今回の図では駐⾞場となっ
ている。直売所に向かう通りは稲穂や水田の
風景が⾒えるほうがよい。南側の駐⾞場を拡
大したほうが良いのではないか。可能な限り人
の動線と混在する配置は避けたほうが良い。 

・自動⾞と歩⾏者の錯綜を抑制するために、⽤
地の拡張を⾏わずに駐⾞場を可能な限りまとめ
ることを意図した案になりますが、具体的な位置
に関してはご指摘も踏まえて検討していきます。 

絶滅危惧種 
21. 果樹園とされているエリアにも絶滅危惧種が

存在しているので、以前お渡ししている航空
写真等を参考に配慮いただきたい。 

・現状、果樹園が点在していることから、効率的
な活⽤を⾒据えて、土地利⽤上のゾーンとして
１つにまとめる案としています。ご指摘を踏まえ
て、ゾーニングとあわせて、必要に応じて自然環
境への配慮・留意事項等についても整理してい
きます。 

 


